
 

平成29年 

仁叟寺年間行事予定 
 

1/1～1/3 年頭祈祷・年賀受 

1/4～1/7  年始挨拶 

1/10  年賀寺例 

2/3    大節分会 

2/15   釈尊涅槃会 

3/12 大般若会大施食会法要 

3月中旬  筆供養法要 

3/17～3/23 春季彼岸会 

4/8 釈尊降誕会（花祭り） 

7/13～7/16 新暦盂蘭盆会 

   京浜地区檀信徒棚経 

7月下旬（一泊二日） 

  第36回子供禅の集い 

8/10  中元寺例 

8/13～8/16  盂蘭盆会 

9/20～9/26 秋季彼岸会 

11/1～11/5 梅花授戒会 

12/8   釈尊成道会 

12/10    歳暮寺例 

12/31    除夜会 
 

※毎週水曜日 定例坐禅会 

※隔週水曜日 

 梅花講・華道教室 

※群馬県宗務所執務日 

月・水・金曜日 

※1 以上、各ご家庭に於いてご確認下さい。 
※2 該当檀信徒各家には、封書にて通知が届きます。 
         （但し、五十回忌・百回忌を除く） 

一周忌 平成二十八年 二十三回忌 平成七年 

三回忌 平成二十七年 二十七回忌 平成三年 

七回忌 平成二十三年 三十三回忌 昭和六十年 

十三回忌 平成十七年 五十回忌 昭和四十三年 

十七回忌 平成十三年 百回忌 大正七年 

丁
酉 

平成29年丁酉 住職年頭挨拶 

「母よ うどんをそなえて わたし

も いただきまする」 種田山頭火 
～御命頂戴奉る父母を大切に～ 
 

 六月に母を見送りて、早半年が経ちました。誰にとっ

ても同じでしょうが、無上最良の母でした。亡くなって

暫くは悲しくて仕方ありませんでした。百箇日法要を過

ぎても、寂しくてなりません。私と母とは、生まれてか

らずっと一緒に長く過ごしました。生

前は、家なら家の中に居ると場所が決

まってありますが、亡くなった後は自

分の居る場所全てに、常に傍に居てく

れてます。母は子の身に添うて居るも

のであると感じています。 

 さあ、先ず母にうどんをそなえて、

合掌し、母と共にいただきまする。 

温かさを噛みしめながら、感謝とお詫

びを込めて、いただきまする。 

平成29年元旦 仁叟寺三十一世住職 渡辺啓司 合掌 

平
成
二
十
九
年 
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県宗務所特派布教師巡回（会場、仁叟寺） 

関東管区婦人会研修会～開講式、ネルケ無方老

師法話、婦人会コンサート～（会場、仁叟寺） 

 去る10月7日、

仁叟寺にて曹洞宗

群馬県宗務所第14

教区の特派布教師

巡回が修行されま

した。布教師は、

北海道薬王寺住職

の田中清元老師。

田中老師は、宗門

を代表する布教

師。住職と同安居

であり、国際禅文化交流会でも法縁があります。また、南米パラ

グアイに拓恩寺という禅宗寺院建立の為、尽力され、精力的に活躍されております。 

 当日は、多くの檀信徒はじめ梅花講員さん、教区の御寺院様をお迎えし、聞法の集いが勤めら

れました。田中老師の法話は、伺っておりました通り、ストンとココロの中に入って参りまし

た。参加された皆さんも、素晴らしいひと時が過ごせたと思っております。天候にも恵まれ、秋

天爽やかな心持ちで過ごせましたこと、有難く感じております。 

↑特派布教師法話風景 

 去る11月4日、曹洞宗

関東管区宗務所婦人会の

第41回研修会が、仁叟寺

にて修行されました。関

東管区は首都圏一都七県

で構成され、昨年は群馬

県宗務所が当番県となっ

ておりました。 

  始めに主催当番県で

あり群馬県宗務所長の仁

叟寺住職導師のもと開講↑関東管区婦人会研修会風景 

式が本堂にて勤められた後、兵庫県安泰寺住職、ネルケ無方老

師にご法話をいただきました。ネルケ無方老師は、ドイツ出

身。禅に関する著作も多く、現在は兵庫県の山奥にある安泰寺

にて修行僧と共に自給自足の生活を送っております。 

  昼食を当山で召し上がっていただき、午後は地元群馬県桐

生市の合唱団及び深津素子先生らによる婦人会コンサート。 

大いに盛り上がりました。 

 天候にも恵まれ、約350名もの大勢の方々が参加。宗務所は

もとより群馬県婦人会、県青年会の多くの法助の中、良き研修 

       会となりました。 

↑
研
修
会
の
様
子
が
上
毛
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た 

↑特派布教師 田中清元老師 
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市指定重要文化財 千手観世音菩薩像修復完了 
 平成14年から鋭意進めて参りまし

た仁叟寺諸仏像修復事業。昨年に最後

の修復佛でありました、高崎市指定重

要文化財である千手観世音菩薩像が遷

座されました。予定より長い年月が掛

かりましたが、我が国の伝統文化を受

け継ぐ職人さん各位によって、きちん

と修復が施されました。担当した仏師

姫路師によりますと、現代には考えら

れない精巧かつ複雑な技法によって作

成されており、また各作業を担当する

職人（漆、金箔、彫刻、塗、彩色等）

も高齢化の波著しく、修復に時間が掛

かったとのことです。 

 特に仁叟寺観音堂にある七観音及

び前立佛は、全て中世室町期に作成

された仏像で、高崎市の重要文化財に指定されております。また、本尊千手観世音菩薩像は、羊

太夫の守り本尊とも伝わり、当地の歴史にも深く関わっております。近年では上州観音霊場、ま

た南毛観音霊場、坂東三郡観音霊場の各札所として、御朱印を求める巡礼の方々が多く参られま

す。 

梅花授戒会が修行されます 
 本年11月1日より5日に掛けて、授戒会が修行されます。梅

花部60周年及び青年会55周年を記念し、住職が所長を務めて

おります曹洞宗群馬県宗務所が主催となり、戒場を桐生市大雄

院様にて開催する運びとなりました。本県では、青年会50周

年を記念し、大本山總持寺貫首江川辰三大禅師猊下を招聘し、

仁叟寺で修行されて以来、5年振りの大法要となります。 

 青年会55周年のほか、梅花部60周年を記念する同法要です

ので、梅花流詠讃歌及び同講習も法要内次第に入っておりま

す。梅花講の皆様に於きましては、奮っての参加をお願いいた

します。 

 今回は、戒師を宗務所長である仁叟寺住職が、教授師を会場

主であり梅花部長である大雄院住職橋本恵一老師が、引請師を

金龍寺住職青木龍峰老師が、また、説戒師を長楽寺住職峯岸正

典老師が、それぞれお勤めになられます。 

 一般参加者は、2日から5日までの参加となりますが、長時

間に亘る法要のため、3日から4日の一泊二日、3日から5日の

二泊三日での参加でも受け付けております。ほか、亡戒といい亡くなられた方に対しての法供養

として、ご戒名での参加受付もございます。難値難遇の機会であります。正式なお申し込みは、

要綱及び式次第等が完成する今春よりとなります。是非ご参加いただきたく、茲にご案内を申し

上げます。 

↑授戒会ポスター 

 題字は仁叟寺住職筆 

↑七体の観音像が修復完了し勢揃いになりました 
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地域防災拠点としての仁叟寺の役割 

    

 昨春、仁叟寺が大阪大学稲場圭信教授の協力の

もと、ＮＨＫの取材を受けました。熊本地震によ

り放送日が大幅に延期となりましたが、10月27日

7時からＮＨＫ総合「おはよう日本」内、19時か

ら「首都圏ネットワーク」内で放送されました。 

 多くの反響があり、上毛新聞社会面に取り上げ

られました。また、住職も防災と寺院の果たす役

割についての講演活動を行っております。  

 10月19日には、仁叟寺にて大阪大学稲場圭信教

授及び高崎市防災安全課による地域防災に関する

シンポジウム研修会も開催されました。 

 地域防災備災の拠点として、寺院が果たす役割

は大きいものと

思われます。引

き続き、地域や

行政と相互に協

力し、取り組ん

で参ります。 

↑
上
毛
新
聞
社
会
面
記
事
（
十
一
月
七
日
付
） 

↑ＮＨＫ総合「おはよう日本」より →仁叟寺での 

研修会の様子 
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高崎市里山元気再生事業報告 

↑おてんま風景（8月7日） 

 （もみじ山下草刈り） 

 仁叟寺の竹林を整備し、地元と檀

信徒の方々の協力をもって行っております高崎市の補助事業、里山元気再生事業の継続が昨年も

決まり、本年で5年目となりました。伐採した竹林は既に7,000本以上。その跡地には、モミジや

サクラおよそ300株を植樹いたしました。なお、作業に当たっては、特に矢島巌さん、小沢昇さ

ん、金井正男さん、加藤壯士さんに一方ならぬご尽力をいただいております。 

 仁叟寺総代会役員会等に併せ、昨年の6月～9月の第一日曜日の計4回に亘り、おてんま（吉井

地域の方言、共同作業や普請の意）を行いました。植樹した木々が、しっかりと根付くよう、下

草刈りや篠竹刈り等の作業を総代人さん、役員さん、地元の方々と共に行い、汗を流しました。 

 当地には、歴史を物語る古墳も多数遺されており、また山内全景や上毛三山、吉井市街等が見

渡せる風光明媚な場所。昨年に引き続き、里山再生に相応しい「もみじ山歴史公園」に向けた整

備が、着々と進められております。 

自らを洲とする ～東日本大震災被災地支援～ 
 去る11月1日から2日に掛けて、福島県南相馬市

に慰霊及びボランティア活動に伺って参りまし

た。群馬県曹洞宗青年会会長の副住職ほか有志8名

と福島県曹洞宗青年会の瀧澤会長ほか有志6名、合

計14名で、福島県被災地域である南相馬市小高地

区にて奉仕活動をさせていただきました。 

 今回も南相馬市の新祥寺野田精顕副住職に窓口

になっていただき、作業に当たって準備を行って

いただきました。有難うございました。 

 初日の1日は、福島市にある曹洞宗東日本大震災

被災地復興支援分室に伺い、久間主事老師より現

在の状況をご教授いただきました。青年会が来年

55周年を迎え、記念事業が控えておりますが、そ

の支援に際し、実りあるお話しが出来たものと思

います。ほか慰霊法要を新祥寺様本堂にて青年会

長である副住職導師のもと、修行いたしました。 

 2日目は、公会堂の清掃作業及びボランティアセ

↓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
風
景
（
南
相
馬
市
小
高
地
区
） 

↘

慰
霊
法
要
（
新
祥
寺
） 

ンター引越し作業等を行い、皆と共に汗を流しました。 

 早いもので本年3月11日で、同震災7回忌となります。出来る人が出来る時に出来る

事を行う。引き続き、これからも協力をさせていただければと考えております。 

↓
奉
仕
作
業
役
員
集
合
写
真 



行雲流水（編集後記）     編集人 副住職 渡辺龍道  

 明けまして、おめでとうございます。 

 私儀 昨年末を以て群馬県曹洞宗青年会の

会長を任期満了にて退任いたしました。本年

平成29年は青年会創立55周年となり、5月に

「現代名僧墨蹟展」を、11月に宗務所様主催

で梅花部60周年と併せ「梅花授戒会 」を修行

予定です。無事圓成に向けて、縷々準備を重

ね愈々当年となりました。引き続き、精進をさ

せていただきます。 

 本年も副住職として住職を補

佐し、お勤めさせていただきま

すので、檀信徒の皆様始め関係

各位の温かいご協力を、宜しく

お願い申し上げます。（龍） 

東北の名刹を訪ねる研修旅行 
 昨年11月9日から10日の2日間に亘り、東

北地方の名刹を訪ねる研修旅行に参加いたしま

した。バス6台212名の参加者が集い、東北自

動車道平泉前沢インターを下ったころから次第

に雨から雪に変わり、正法寺に到着した時は辺

り一面雪景色でした。素晴らしい紅葉に見惚れ

ながら足元に気を付けて本堂に向かいました。 

 正法寺本堂は茅葺の屋根で、間口30ｍ奥行

21ｍで文化8年（1811）に伊達家により創

建されました。正法寺は南北朝時代の貞和4年

（1348）に開創され、その歴史と格式に相応

しい寺宝や伽藍が数多く残されております。曹

洞宗第三の本寺と呼ばれ、東北地方を代表する

古刹寺院です。 

 次に妙見山黒石寺に伺いました。本尊様は薬

師如来様であり、他にも国指定の佛像を拝観。

旧正月7日に行われている、厳寒積雪中の裸祭

りが有名だそうです。 

 それから雪景色を眺めながら新鉛温泉に向か

い、夕方予定通り到着しました。宴会ではみち

のくの伝統芸能

の獅子舞を鑑賞

したり、カラオ

ケ等で楽しく過

ごしました。 

 翌朝ホテルを

出発する時は

チェーンを装着

して出発。道路で

チェーンを外して世界遺産の毛越寺の池を中

心とする浄土庭園を拝観。続いて中尊寺に向

かいました。バスから降り、ガイドさんの案

内で金色堂を見学。藤原三代の繁栄を想い、

見頃を迎えた紅葉の中、年２回しか見ること

の出来ない奉納行列を見送る事も出来、佛縁

に感謝いたしました。 

 今回の旅は、皆さん無事で自然の最高の美し

さ、日本最古の思想・技法を伝える浄土庭園を

見学したり、佛縁にも恵まれ感謝の気持ちいっ

ぱいの旅でした。有難うございました。 

総代長新年挨拶     
新年明けましておめでとうございます 

筆
者
・
新
井
徳
衛 
総
代
長 

  
仁叟寺総代人一同 

新井徳衛  篠﨑和男  矢島正義      

森  久  堀越兼一  神保堯男  

橋爪 勝  酒井範明  神保武長 

↑初雪と紅葉が一緒になる珍しい風景 

※新井徳衛総代長には、昨年秋の宗務所研修旅

行についての感想を書いていただきました。お

陰様で仁叟寺より10名を超える参加がありま

した。本年も研修旅行が秋に行われます。是

非、奮ってのご参加をお願いいたします。 


